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千歳市営牧場・育成畜舎管理業務仕様書

第１ 目 的

本仕様書は、千歳市営牧場及び育成畜舎の管理運営について、指定管理者が行

う業務の範囲及び内容等を定めることを目的とする。

第２ 管理運営に関する基本的な考え方

千歳市営牧場は、公共牧場として昭和 38 年に開場して以来、牛の預託を受

けてから搾乳期までの育成を担い、地域酪農家の負担の軽減を図ることにより、

千歳市における酪農業の健全な発展と振興に寄与してきた。

管理運営に関しては、今後も公共牧場としての役割を担い、市営牧場を利用

する酪農家が安心して牛を預託できる管理運営体制の充実を推進していくこ

とを基本とするとともに、次の点に留意するものとする。

(１) 千歳市営牧場に入牧する牛の健全な育成を行うこと。

(２) 公の施設であることを念頭に置いて、公平な運営を行うこと。

(３) 利用者の意見・要望を管理運営に反映させ、利便性・満足度を高めること。

(４) 日常の安全点検を励行し、事件・事故の防止対策に努めること。

(５) 効率的な施設の管理運営を行い、経費の節減に努めること。

(６) 施設設備及び農業機械等の維持管理を適切に行うこと。

(７)  ごみの削減、省エネルギー、家畜排せつ物の適正処理等について、環境負荷に

配慮した運営を行うこと。

第３ 施設の概要

(１) 施設名称

千歳市営牧場・育成畜舎

(２) 所在地

千歳市駒里 1032 番地の１ほか

(３) 施設規模・内容

ア 牧場面積：220ha

平成 27 年度の内訳：放牧地 135ha、採草地（更新草地含む）57ha、飼育畑 20ha、

管理用地 3ha、雑種地 5ha

イ 建物：育成畜舎１棟(1,349 ㎡)、衛生舎１棟(94 ㎡)、看視舎１棟(55 ㎡)、

管理人住宅１棟(86 ㎡)、機械格納庫１棟(499 ㎡)、避陰舎３棟(162

㎡/棟)、乾燥収納庫４棟(194.4 ㎡/棟)、堆肥盤１ヶ所(1,000 ㎡)、共

進会管理棟１棟(87 ㎡)、ハーベストサイロ１基(有効容積 839 ㎥)

(４) 沿革等

別添「千歳市営牧場の概要」のとおり。
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第４ 指定管理期間

指定期間は、平成 29 年４月１日から平成 34 年３月 31 日までとする。

第５ 業務の範囲に関する事項

(１) 指定管理者が行う事業業務

ア 預託牛等の管理業務

(ア) 千歳市営牧場及び育成畜舎利用に係る業務

① 入牧・退牧業務

    牛の入牧・退牧予定数調査、受入牛の健康状態の事前確認等について、

関係者と密に連絡をとり適切に実施すること。

② 受付業務

施設利用の承認、利用の取消し、利用料金の徴収等を適切に行うこと。

  なお、施設利用の承認に当たっては、牛が家畜共済保険に加入している

ことを確認すること。

(イ) 放牧・育成畜舎看視業務

   事故、疾病、脱柵等の未然防止及び早期発見のため、個体観察、牧場施設

の定期巡視を行うこと。また、異常を発見した場合は適切な措置をとること。

(ウ) 健康管理及び授精に付帯する一切の業務

  ① 計画的な飼料管理及び給餌を行い、牛の健康管理に努めること。

② 衛生管理、疾病・防疫対策を適切に行うこと。

  ③ 妊娠鑑定、繁殖検査を適宜実施すること。

(エ) 草地・飼料畑の生産管理業務

   放牧地、採草地及び飼料畑の肥料散布、刈取り、掃除刈り、有害植物及び

害虫の除去等を適切に行うこと。

(オ) 牧区の移動業務

   草生状況に応じて牧区の移動を行い、効率的かつ効果的な放牧を行うこと。

(カ) その他牛預託期間中に係る一切の業務

イ 施設の運営管理業務

(ア) 施設設備及び農業機械等の維持管理業務

     施設設備及び千歳市が貸与する農業機械等について、適切な使用、保守管  

    理及び補修整備に努めること。

  (イ) 修繕等業務

① 管理施設の修繕及び農業機械等の補修整備に当たっては、１件につき

500 千円（消費税及び地方消費税を含まない。）未満のものについては、

千歳市の承認を受けて、指定管理者の費用と責任において実施し、原則と

して、１件につき 500 千円（消費税及び地方消費税を含まない。）以上の

ものについては、千歳市の費用と責任において実施するものとする。

  ただし、千歳市が行う修繕等は、予算の範囲内で可能なものとする。
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② 千歳市は、指定管理料上限額の修繕費として過去３年間の修繕費の平均

額である 2,906 千円／年（14,530 千円／５年）（いずれも消費税及び地方

消費税を含まない。）を積算している。

指定管理者は修繕費の提案に当たり、市の積算を踏まえ、適切な費用を

見込むこと。また、修繕等の実施に当たっては、施設設備等の長寿命化を

図る観点から、計画的に指定管理者の費用と責任において実施することと

し、やむを得ず提案額の範囲を上回る場合は、千歳市と協議の上、適宜対

応するものとする。

③ 修繕等により生じた更新施設等は、すべて千歳市に帰属するものとする。

※ 預託牛等及び施設管理に係る業務の概要は、 別紙１（牛管理）、

別紙２（牧草地・施設管理等）、別紙３（日常業務） のとおり。

  ウ 独自事業

    指定管理者は、預託酪農家へのサービス向上に繋がると判断される場合は、

千歳市の承認を得て、自らの負担で施設改修等独自事業を行うことができる。

    ただし、指定管理者の指定期間満了時には、原則として現状に復するものと

するが、千歳市との協議により、千歳市に帰属することができるものとする。

エ 管理業務のうち、第三者に委託することを認める業務

(ア) 預託牛の医療管理及び定期検診に関する業務

(イ) 施設内の清掃業務

  (ウ) 施設の浄化槽の清掃及び維持管理業務

  (エ) 消防設備及び電気設備の維持管理及び点検業務

  (オ) 施設の防犯及び警備業務

  (カ) 塵芥収集運搬業務

  (キ) その他市が必要と認める業務

(２) 千歳市が行う事業業務

  ア 行政財産の目的外使用に係る事務

    行政財産の目的外使用許可については、指定管理者の業務の範囲外となるた

め、千歳市が行う。

  イ 修繕等業務

    改修計画又は協議の結果等に基づき行う大規模修繕等。

第６ 管理基準に関する事項

(１) 預託牛の受入期間

  ア 放牧   毎年５月 15 日から 10 月 15 日まで

  イ 育成畜舎 毎年 10 月 16 日から翌年５月 14 日まで

(２) 放牧及び育成畜舎看視業務について

  ア 頭数の確認を適宜行い、事故や脱柵等の早期発見に努めること。

  イ 定期巡視を１日適数回行い、異常牛の早期発見に努めること。
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  ウ 個体の確認により、健康状態の確認や発情の発見を行うこと。また、異常に

ついては適切な処置をとること。

  エ 牧柵に要補修箇所を発見したときは、ただちに補修すること。

  オ 給水施設の水量の点検及び水槽の清掃を適宜行うこと。

  カ 疾病牛は適切な方法により隔離し、疾病牛の保定後に獣医師等の治療を施す

こと。

  キ 人工授精は、発情牛を捕獲し獣医師により行うこと。

(３) 家畜衛生について

  家畜伝染病予防法に基づく飼養衛生管理基準を遵守し、家畜伝染病の予防に努

めること。

(４) 危機管理

ア 自然災害、人為災害、事故及び家畜伝染病が発生した場合の対応など、あら

ゆる緊急事態及び非常事態に備え、危機管理体制を築くとともに、危機管理マ

ニュアルを作成し、全職員に周知徹底すること。

イ 指定管理者は、指定管理者の過失等により千歳市又は第三者に損害を与えた

ときの賠償責任に対処するため、必要に応じて施設及び第三者に係る適切な賠

償責任保険に加入すること。

(５) 入場の拒否等

   指定管理者は、施設の管理上適当でないと認める者に対し、施設への入場を拒

否し、又は施設からの退場を命ずることができる。

第７ 運営基準に関する事項

(１) 事業計画（年次計画）

  ア 指定管理者は、毎年度、千歳市が指定する日までに、翌年度分の事業計画書

を提出し、千歳市の確認を得なければならない。

(２) 事業報告（年次報告）

   指定管理者は、千歳市公の施設に係る指定管理者の指定の手続き等に関する条

例の規定により、次に掲げる事項を記載した事業報告書を作成し、毎年度終了後

30 日以内に千歳市に提出しなければならない。

  ア 管理業務の実施状況

  イ 管理施設の年間利用状況

  ウ 利用料金の年間収入実績及び管理経費の収支状況

  エ その他市が必要と認める事項

(３) 定期報告（月例報告）

指定管理者は、毎月の 10 日まで（ただし、ウについては 20 日まで）に前月の

次の各号に掲げる事項を記載した月例報告書を千歳市に提出しなければならない。

ア 管理業務内容を記した業務日誌

  イ 管理施設の月間利用状況
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  ウ 利用料金の月間収入実績

  エ その他市が必要と認める事項

(４) 個人情報の取扱いに関する事項

   個人情報とは、特定の個人を識別することのできる情報で、氏名、生年月日、

住所、電話番号、電子メールアドレス、写真などのほか、財産、病歴等を組み合

わせることで個人を特定できる情報を含むものであり、指定管理を通じて取得し

たこれらの情報の取扱いについては、次の事項を遵守しなければならない。  

ア 指定管理者は、千歳市個人情報保護条例及び個人情報の保護に関する法律の

定めるところにより、個人情報の適正な取扱いについて必要な措置を講じなけ

ればならない。

  イ 指定管理者及び指定管理業務に従事する者は、当該業務の実施に関して保有

する情報及び当該業務の実施によって知り得た個人情報について、外部へ漏ら

し又は他の目的に使用してはならない。指定期間が満了又は指定を取り消され

た後においても同様とする。

(５) 情報公開

指定管理者の業務は千歳市情報公開条例の適用を受けることから、指定管理者

の職員が職務上作成し又は取得した文書など、指定管理者が管理している情報に

ついては、公開に必要な措置を講じること。

また、公開請求があった場合は、速やかに応じること。

(６) 千歳市環境マネジメントシステムの遵守

   千歳市は環境マネジメントシステムを構築し、職員一人ひとりが環境配慮活動

  により、自然環境の保全と環境汚染の未然防止に努めており、千歳市営牧場・育

成畜舎においてもこれに準じた行動をとらなければならない。

(７) モニタリング

   指定管理者は、「千歳市指定管理者モニタリング指針」に定める利用者アンケー

ト調査等（千歳市営牧場利用者協議会の意見・要望等の聴取を含む。）、指定管理

者が行う事項を実施するとともに、千歳市が行う評価に協力しなければならない。

   また、評価結果に基づき改善指導勧告等があった場合もこれに従わなければな

らない。

第８ 業務体制の基準に関する事項

施設の安全かつ効率的な管理運営を図るため、次のとおり従事者（職員）を配

置すること。

(１) 職員配置等

ア 業務に支障の生じない人員を配置すること。

イ 管理者として指定管理業務全体の統括に専従する者（責任者）を配置し、千

歳市及び関係機関との連絡・調整等を行うこと。

ウ 従事者は、可能なかぎり実務経験者を配置すること。
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エ 従事者は原則直接雇用とし、常用雇用者は保険・年金に加入すること。

オ 事業運営を円滑に図るため、安定的な人員体制を継続すること。

【参考】市直営時の職員体制

・千歳市正職員 １名

・通年臨時職員 ４名

・期間臨時職員 １名

(２) 管理運営に必要とする資格等

   管理運営上必要な資格・免許等は次のとおりである。ただし、アについては業

務の委託によって対応する場合はこの限りではない。

ア 消防用設備等点検資格者（消防法） １名以上

イ 大型特殊免許（道路交通法）    １名以上

第９ 管理に要する経費等について

(１) 事務費等

   指定管理者の予算内で執行すること。

(２) 管理費

   電気、ガス、水道、電話、放送受信料などの公共料金については指定管理者が

名義変更を行い、名義変更等に係る費用については、指定管理者が負担すること。

(３) 電気料金

新電力の導入など経費節減に向けた検証を行い、積算すること。なお、千歳市

営牧場・育成畜舎の電力契約及び使用実績は別紙４のとおり。

(４) 協定書締結

   協定の締結に必要な収入印紙は、指定管理者が負担すること。

第 10 備品等の貸与に関する事項

(１) 指定管理者は千歳市の会計事務処理のため、千歳市会計規則第124条及び第125

条の規定に準じて備品台帳を備え、毎年度調整すること。

(２) 千歳市の備品台帳は別紙５のとおりであり、備品台帳に掲載されている備品等

を全て貸与する。

(３) 千歳市が貸与する備品等は、指定期間中無償で貸与する。

(４) 指定管理者は指定期間中、備品等を常に良好に管理するものとし、故意又は過

  失により備品等を滅失又は毀損した場合は賠償するものとする。

(５) 備品等が経年劣化等により使用できなくなった場合は、千歳市と協議すること。

(６) 管理運営業務に使用する備品等については、自己の負担により購入又は調達す

  ることができる。

(７) 指定期間が満了したときは、千歳市が貸与した備品等については、千歳市又は

千歳市が指定する者に引き継ぐ。

また、指定管理者が任意により購入又は調達した備品等については、原則とし

て指定管理者の負担で撤去する。ただし、千歳市と協議により千歳市又は千歳市
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が指定する者に引き継ぐことができる。

第 11 立入検査

  千歳市は必要に応じて、施設、備品、管理運営に係る各種帳簿等の現地調査を

行うことができる。

  

第 12 法令等の遵守

(１) 地方自治法

(２) 千歳市公の施設に係る指定管理者の指定の手続き等に関する条例

(３) 千歳市営牧場条例

(４) 千歳市営牧場条例施行規則

(５) 千歳市育成畜舎条例

(６) 千歳市育成畜舎条例施行規則

(７) 家畜伝染病予防法

(８) 家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律

(９) 千歳市個人情報保護条例

(10) 千歳市情報公開条例

(11) その他関係法令、規則等

第 13 指定期間満了後の引継ぎに関する事項

指定管理者は、指定期間終了時又はその他の理由により管理を終了する場合は、

新たな指定管理者が行う管理運営業務に支障の生じないように、円滑かつ誠実に

引継ぎを行わなければならない。

第 14 その他

  指定管理者はこの仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び

処理について疑義が生じた場合は、千歳市と協議し決定すること。

第 15 別添資料

  千歳市営牧場の概要

第 16 参考資料

別紙１  千歳市営牧場・育成畜舎管理業務【牛管理】

別紙２ 千歳市営牧場・育成畜舎管理業務【牧草地・施設管理等】
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千歳市営牧場の概要

１ 沿革

昭和２３年    自作農維持特別措置法より美々地区の土地を国から払い受け

昭和２５年    市有地として登記

昭和３５年    牧野造成開始

昭和３８年    千歳市牧野として開場（２２０ｈａ）、夏季放牧開始

昭和４２年    育成畜舎完成、冬季舎飼開始

平成 ３ 年    新牧野移転先草地造成（～平成４年）

平成 ５ 年    新牧野建設工事（７月～１２月）

平成 ６ 年 ５ 月 駒里地区へ移転。千歳市営牧場と改称。夏季放牧より共用開始（１８０ｈａ）。

平成１６年１１月 堆肥盤設置（屋根掛け・尿溜完成）。用地拡大（２２０ｈａ）

平成１８年 ４ 月 千歳市営牧場・育成畜舎の運営管理を指定管理者制度へ移行

２ 自然概況等

千歳市の気候は、日本海と太平洋の影響を受ける分岐点に位置するため、冬は北寄りの季節風に

より雪の量は少ないが寒さは厳しく、夏は南寄りの風による海霧の影響を受けやすいが、日中は消

散することが多く、春・秋は晴天の日が比較的多くしのぎ易い。

牧場がある駒里地区は千歳市の東側に位置し、北側は陸上自衛隊東千歳駐屯地に、南側はＪＲ石

勝線に接している。

地形は平坦で、地質は樽前山系火山礫に５０ｃｍ～８０ｃｍ覆われているため、表土は有機質成

分に乏しく、肥料分を流失（地下浸透等）しやすいことから火山礫を除去している。

  牧場は、線路・公私道・河川により大きく９ゾーンに分断されているため、追込柵・家畜乗降

施設等により各ゾーンの連携を図り、有効活用している。

  

３ 牧場使用料等

    放  牧 育成畜舎

１８ヵ月以上 ２３０円／頭／日 ３１０円／頭／日

１８ヵ月未満 １５０円／頭／日 ２５０円／頭／日

受 入 期 間 ５／１５～１０／１５ １０／１６～５／１４

日 数 合 計 １５４日 ２１１日

４ 受入頭数について

(１) 受入限度頭数

    放  牧 育成畜舎

１日当たりの

受入限度頭数
３３０頭／日 １６０頭／日

    ※ ただし、市長が当該頭数の変更を認める場合はこの限りではない。
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(２) 受入頭数実績

放  牧 育成畜舎 利用戸数

平成２４年度 ３６３頭 ２３５頭 ２３戸

平成２５年度 ３７０頭 ２４０頭 ２２戸

平成２６年度 ４２８頭 ３００頭 ２３戸

５ 千歳市営牧場利用者協議会について

千歳市営牧場利用者が相互に緊密な連携をとり、牧場の効率的な利用を図ることを目的として設

置している。

活動内容は、協議会として牧場管理業務を支援するとともに、利用者間の情報交換や意見・要望

等を共有する場として、牧場の有効活用及び利用者の利便性向上などに寄与している。

(１) 目 的

   牧場管理業務に関する支援など

(２) 事業内容

① 石狩地区農業共済組合南部家畜診療センター、石狩家畜保健衛生所及び酪農学園大学の指

導・協力を得て、人工授精促進に係る諸対策、各種疾病予防調査及び防疫並びに放牧期間中の

体重・体高測定などを実施している。

② 協議会総会を毎年度１回以上開催。

(３) 会 員

千歳市営牧場・育成畜舎利用者

(４) 入会金

① 戸数割＝１，０００円

  ② 頭数割＝夏季２００円、冬季１００円

(５) 事務局

千歳市産業振興部農業振興課
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千歳市営牧場・育成畜舎管理業務【牛管理】

月 作   業   内   容

１月 ・育成畜舎牛の飼養管理

２月 ・育成畜舎牛の飼養管理

３月
・育成畜舎牛の飼養管理

・次年度入牧牛・退舎牛の調査・確定

４月
・育成畜舎牛の飼養管理

・入牧予定牛のワクチン注射・血液検査

５月

・育成畜舎牛の飼養管理

・入牧牛の受入準備を実施（畜舎の清掃、消毒含む）

・牛の入牧（５月１５日前後）

・入牧牛の牧場衛生検査の実施

※５月から９月の期間で月１回程度、年４回以上実施する。

６月 ・牧場衛生検査の実施

７月 ・牧場衛生検査の実施

８月
・中間入牧（８月８日～１２日）

・牧場衛生検査の実施

９月
・牧場衛生検査の実施

・退牧牛の調査

10月 ・育成畜舎の受入準備の実施（畜舎の清掃、消毒含む）等

11月 ・育成畜舎牛の飼養管理

12月 ・育成畜舎牛の飼養管理

通年 ・定期検診（妊娠鑑定・繁殖検査）の実施
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千歳市営牧場・育成畜舎管理業務【牧草地・施設管理等】

牧 草

更  新

・堆肥搬入       ４月、１０月

・堆肥散布・耕起・整地  ５月

・施肥、播種、鎮圧    ５月

※作付面積 約２０ｈａ

ロール

サイレージ

・刈取・乾草調整・搬入・収納

１番刈り（乾草が主） ６月、７月

２番刈り（ラップが主）８月、９月

・追肥    ５月から９月

飼料畑
（デントコーン）

・堆肥搬入       ４月

・堆肥散布・耕起・整地 ５月

・施肥、播種、覆土   ５月

・除草剤散布      ６月

・刈取、運搬、調整  １０月

※作付面積 約２０ｈａ

施設管理  

・修繕業務（随時実施）

  牧柵補修、施設修繕、農業機械等補修、道路補修 等

・牛舎及びパドックの清掃作業

その他 ・防疫のための消毒作業など必要に応じて随時行う業務 等



別紙３

10

           

千歳市営牧場・育成畜舎管理業務【日常業務】

  

時  間 業   務   内   容

０８：３０

０９：００

１０：３０

１２：００

１３：００

１５：００

１６：３０

１７：００

連 絡 調 整 業務の打合せ

場 内 巡 視

頭数、隔障物の確認

疾病牛及び発情牛の発見、捕獲

給餌

獣医師等への連絡

病畜舎作業

人 工 授 精 人工授精及び疾病牛の治療を実施

牧 場 作 業
草地管理（肥料散布、掃除刈りなど）

牧区移動、脱柵牛の移動、隔障物の補修

昼   休

牧 場 作 業 午前中に続き、牧場作業を実施

場 内 巡 視

頭数、隔障物の確認

疾病牛及び発情牛の発見、捕獲

給餌

獣医師等への連絡

病畜舎作業

連 絡 調 整 牧場管理日誌の記帳

※ 業務内容は主たるものであり、時間は目安です。
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電力契約及び使用実績

１ 概要

（１）需要場所     千歳市駒里1032番地の１ほか

（２）業種及び用途   千歳市営牧場・育成畜舎

（３）電力供給者    北海道電力(株)

２ 仕様

（１）契約種別

  低圧：従量電灯Ｂ ２契約、低圧電力 ４契約

  

（２）契約電力及び年間使用電力量実績

別紙「予定使用電力量」のとおり。



Ｈ27.1 Ｈ27.2 Ｈ27.3 Ｈ27.4 Ｈ27.5 Ｈ27.6 Ｈ27.7 Ｈ27.8 Ｈ27.9 Ｈ27.10 Ｈ27.11 Ｈ27.12 合計

1 千歳市営牧場・育成畜舎　避陰舎１ 低圧電力 ０.５ｋｗ 0 0 0 0 14 40 64 73 66 38 0 0 295

2 千歳市営牧場・育成畜舎　避陰舎２ 低圧電力 ０.５ｋｗ 0 0 0 0 0 96 0 167 80 80 38 0 461

3 千歳市営牧場・育成畜舎　避陰舎３ 低圧電力 ０.５ｋｗ 0 0 0 0 0 0 0 10 113 73 0 0 196

4 千歳市営牧場・育成畜舎　格納庫 低圧電力 １９ｋｗ 207 140 118 137 73 11 12 19 15 59 18 72 881

5 千歳市営牧場・育成畜舎　格納庫 従量電灯Ｂ ６０Ａ 1,325 1,139 868 724 295 219 221 259 227 256 448 853 6,834

6 千歳市営牧場・育成畜舎　共進会場 従量電灯Ｂ １０Ａ 308 270 239 185 1 0 0 0 0 0 144 242 1,389

月別使用電力量

No. 需要場所 契約電力契約種別

別紙「予定使用電力量」

12
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千歳市備品台帳

ＮＯ１

品    目 規     格 数量

事務用机

ミーティングテーブル

テーブル

事務用椅子

３人掛けソファー

保管庫

ファイリングキャビネット

ファイリングキャビネット

放送機器（ナショナル）

ＦＦ式石油暖房機

牛馬側尺計

三基 スチール

ウチダ ４５Ｍ型

カリモクＴＣ４０１０ＪＫ

イトーキ 肘付き

ハンター・レザー（合皮）ブラウン

ウチダ 両開き書庫

Ａ４ ４段

Ａ４ ３段

ナショナルアンプ   １

トランペトスピーカー  ２

マイクロホン     ２

マイクスタンド     １

ワイヤレスチューナー １

サンデン ゼータスＦＦ－７０ＳＧ－Ｓ

パロマ ３０００ＫＦ

２

２２

１

２

２

１

１

４

一式

１

１
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                               ＮＯ２

品    目 規      格 数量

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ダンプトラック

ダンプトラック

家畜運搬トラック

トラクター

トラクター

トラクター

トラクター

トラクター

タウンエース

ホイールローダー

パワーショベル

バキュームカー

バキュームカー

草架

ディスクハロー

ツースハロー

ブロードキャスター

サイロアンローダー

ローラー

スーパーハロー

マニアスプレッダー

ラッピングマシーン

フォレージブローワ

ロークロップアタッチメント

フォレージハーベスタ

スチールプラウ

リバーシブルプラウ

ディスクモアー

ジェットシーダー

ベールシュレッダー

ブームスプレーヤ

モアコンディショナー

ロータリーレーキ

ジャイロテッダ

ジャイロレーキ

ジャイロテッダ

カッティングロールベーラー

消毒機

高圧洗浄機

走行自走芝刈り機

牛衝機

移動柵

移動柵

ディスクハロー

フォレージハーベスタ

日野 レンジャー２.５トン

日野 ＫＣ－ＦＴ１ＪＨＢＡ２.３トン

トヨタ ワイドキャブ低床・架装２トン

クボタ ＭＲ９７ＱＭＡＶＵＲ２

クボタ Ｍ１０５７０－ＤＴ

フォード ８２４０ＳＬＥ

ニューホランド ＴＭ－１３０

マッセーファーガソン ＭＦ５４４５－４ＣＤ４Ｔ３

トヨタ ＡＴ車 １５００ＣＣ ４ＷＤ

キャタピラー ９３６

三菱 Ｅ１２０型 ＩＭＦ０９４８３

スター農機 ＴＶＣ８８００

タカキタ Ｓ１４３ ３０００Ｉ

角型

スター農機 ＭＴＨ－２０２Ｂ

スター農機 ＭＴＨ－３０３Ａ

ＰＳ６０５

パッツ ９８Ｃ－４００

東洋ケンブリッチ ＴＫＰ２.４ｍ

松山 ＳＨ２７００

スター農機 ＴＭＳ７５５０

スター農機 ＭＷＭ１５３０

スドー農機 ＳＦＰ７０ＡＷ

ＡＲＣ２８２０

スター農機 ＭＦＨ２８００ 2条刈り

ＧＳＢ２２×２

道央農機 ＸＲＫ１８－２２×３Ｒ

スター農機 ６連２４ｍ ＭＤＭ２４３０

ＪＳ４１２４ ４条

ティーグルトマホーク ６０６０型

共立 ＢＳＭ１１０２－ＥＶ

ＫＵＨＮ ＦＣ３５６０ＴＣＤ

ＫＵＨＮ ＧＡ７３０１

ＫＵＨＮ ＧＦ８５０１Ｔ／ＴＯ

スター農機 ＭＲＧ３７２０

スター農機 ＭＧＴ７４１０

ニューホランド ＢＲ７５０ＥＲＣ

有光工業 ＣＲＳ－５３０ＭＫ２

岡常歯車製作所 ＴＲ－３０Ｒ

Ｅ８４７Ｅ

タイヤ付

タイヤなし

東洋農機 ＴＨＯ２０２８Ｎ

スター農機 ＭＦＨ４０００ＲＣ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

８

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１１

１

１

※ ○印は、任意保険の加入が必要な車両


